
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 階病棟は、生活機能回復訓練の場であるデイルームを模様替え

しました。床は段差のないフラットの状態に広げ、窓際には歩行訓

練器具である平行棒を設置しました。リハビリテーションに適した

環境が整い、歩行訓練に取り組む患者様が増えつつあります。 

歩くことは、私たちの生活でとても大事な動作のひとつ。歩行訓

練は、介助なく自分の足で歩けるようになること、それにより身の

回りのことが自立することを目的としていますが、体力・筋力・バ

ランス能力の向上、気分や意欲の向上、認知機能の活性化などの効

果も期待できます。安全性、患者様の心身の回復段階、意思や目標、

これからの生活の場などを考慮しな 

がら、歩行訓練を進めていきます。 

 

 

真新しい制服やスーツに身を包んだフレッシュマンの姿が目に

留まるようになりました。日々、目まぐるしく過ぎていく時間の中

で、また新しい年度が始まったことを実感させてくれます。 

さて、4 月に、当院へも多数の新入職員が不安と緊張、希望を胸

に入職いたしました。新卒で働き出した当時の自分と比較すると、

落ち着きがあり立派なものだと感じます。当時の私は上司から、物

事の考え方の違いにより“新人類”など 

と揶揄されました。世代や出身地が違え 

ば、物事の考え方や価値観は異なります。 

しかし、組織で働くということは、考え 

や価値観を合わせながら成果をあげてい 

かねばなりません。これから、新入職員 

とも十分にコミュニケーションを図り、 

息の合った支援を患者様に提供できるよ 

う、指導していく所存です。 

広いフロアでリハビリテーション 
～ 3階 老年期病棟 より ～ 

 
 

今月のご挨拶 

地域移行支援センター長 
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～リハビリ中のひとこま～ 

 

青和病院 理念 

私たちは信頼され、選ばれ

る病院を目指して、3 つの

【和】を大切にしています。 

 

・地域社会との和 

・患者様、ご家族様との和 

・職員同士の和 

 

～行動指針～ 

・私たちは地域の方々が安心

して利用でき、誠実で思い

やりあふれる病院を作り

ます。 

・私たちは命の尊厳と人間愛

をもち、絶えず医療の質の

向上に努め、信頼される病

院を作ります。 

・私たちは医療人としての誇

りと自覚をもち、互いに協

働し、働きやすい職場を作

ります。 

★全身鏡で立位バランスや歩行姿勢をチェック。 

★平行棒は全長 3.5m で、両側に手すりつき。 

★床はすべりにくく、転倒時の衝撃を和らげる 

クッション材質。 

 

平成 29 年 5 月発行 

第 175 号 

医療法人社団青樹会 青和病院 

3 階病棟の患者様。平行棒で歩行

訓練により、歩行時の姿勢が改善

し、足の運びも良くなりました。 

1,2,1,2… 



満開の桜が咲く頃、犀川・長町方面へお花見に行きました。事前打

ち合わせ会で、インターネット検索で得た情報も参考にし、お花見プ

ランを立てました。今回は、旅のしおりも手作り 

して準備。予定日が近づくと、毎日天気予報を確 

認し、晴れを願って皆で声をかけ合うようにもな 

りました。良いムードができつつある中、迎えた 

当日は、天候に恵まれ、期待していた満開の桜を 

見ることができました♪春を十分に感じ、皆が心 

穏やかになったひとときでした。 

青和病院が大切にしている 3つの【和】にちなんだ出来事をお知らせします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

掃除にもチームワーク！ 
   ～ リハビリテーション病棟 より ～ 

 

 お花見で咲いた“和” 
 ～ 精神科デイケア「アムール」 より ～ 

 

職員同士の和

♪ 

 

患者様・ご家族様との和♪ 

 

当院では、3 月下旬になると、各部署から職員が集まり敷地内の溝

掃除をしています。新年度を迎える前の環境整備業務として行ってい

ますが、職員同士の和を育てるという点でも大切な時間です。初めて

の参加者から、溝掃除作業後のコメントがあります。 
 

この春、あおぞらは開設から丸 5 年を迎えました。これも地域の皆

さまのご理解やご協力あってのことと改めて感じる節目。毎年恒例の

春のお茶会「あおぞらカフェ」には、これまで以上に力を入れました！

カフェ当日は、日頃からお世話になっている方にも、初めての方にも、

足を運んでいただくことができ、精一杯のおもてなしをしました。大

浦町産の紫黒米で作ったあおぞらオリジナ 

ル和菓子も好評。楽しそうに笑顔でくつろ 

ぐお客さまたちの様子を拝見できたことが、 

とても嬉しく、何よりの成果でした☆ 

とても嬉しく感じました。 

看護師の酒井です。私は今年 8 月

に初めての出産を予定しています。今

は、先輩や同僚に助けられながら、な

んとか病棟勤務を行っています。これ

から長い休暇に入りますが、元気な

赤ちゃんを産んで、元気な姿で復帰し

たいと思っています。    

（酒井） 

 

 

 

 

 

 

～ もうすぐ、ママ♪ ～ 

～和便り編集・発行～ 

青樹会広報委員 

精神科・神経科・心療内科 

医療法人社団 青樹会 青和病院 

〒  

石川県金沢市大浦町ホ 22-1 

TEL ：  

FAX ：
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URL ：

地域社会との和♪ 

 

スタッフひとことコーナー 

青和病院で働く職員がつぶやく 

ひとことコーナーです。 

今回は 老年期病棟 から♪ 5 年目の春、感謝をこめて 
～ 仕事＆交流ハウスあおぞら ・ 地域活動推進室 より ～ 

 

 

今年のＧＷは、長い方で 9 連休と

なるようです。楽しいご予定はも

うお決まりでしょうか？私は毎

年、この時期が近付くと、計画は

立ててみるのですが、結局はいつ

もと変わらず家でゴロゴロして

終わってしまいます。（Ｙ） 

＊編集後記＊ 

「普段、直接一緒に仕事をすることが少ない他部署・他職

種の方との作業は新鮮でした。泥をすくう人、土のう袋を

広げる人、できた土のう袋を運ぶ人など、各々が自分にで

きることを行いました。こうした協働作業は、私たちのよ

りよいチームワーク作りにもつながっていくのはないかと

感じました。皆で汗を流して、病院まわりもキレイになり、

気持ちを新たに業務に励みたいと思います！」 

 


